
一 般 質 問市政について問う！

問
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
は
難
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
少
子
化

対
策
に
功
を
奏
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
第

三
子
以
降
の
無
償
化
、
も
し
く
は
、
特
定

の
学
年
を
対
象
と
し
た
無
償
化
等
を
段
階

的
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
認

識
は
。

答
教
育
次
長
／
学
校
給
食
費
は
、
食
材

購
入
に
か
か
る
実
費
相
当
と
し
て
学
校
給

食
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護
者
の
負
担

と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
給
食
費
の
負
担

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
国
、
他
自
治
体
の
動
向
等
を
注
視

し
て
い
く
。
な
お
、
所
得
が
低
い
世
帯
に

対
し
て
は
、
就
学
援
助
制
度
な
ど
に
よ
り
、

問
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基
づ
く
市
町
村
基
本

計
画
策
定
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
本
市
で
は
、
沼
津

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
、

男
女
間
に
お
け
る
身
体
的
、
精
神
的
な
苦

痛
を
与
え
る
暴
力
的
行
為
を
禁
止
し
て
お

り
、
ま
た
、
沼
津
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
定
め
、
包
括
的
に
Ｄ
Ｖ
防
止
を
含

め
た
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
防
止

法
に
基
づ
く
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施

策
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
次
期
計
画
の
一
部
と
し
て
Ｄ
Ｖ
被
害

問
鉄
道
高
架
事
業
に
関
連
す
る
事
業
費

の
平
成
三
十
年
以
降
の
総
額
は
、
約

千
二
百
六
十
四
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

国
費
が
約
六
百
十
四
億
円
で
あ
る
が
、
国

の
借
金
が
平
成
三
十
年
十
二
月
末
時
点
で

千
百
兆
五
千
二
百
六
十
六
億
円
と
な
る
中

で
、
国
費
は
遅
滞
な
く
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
鉄
道
高
架

事
業
で
あ
る
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
国

の
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
の
重
点
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
交
付
金
が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
て
き
た

事
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
か

ら
は
、
今
ま
で
の
交
付
金
か
ら
、
計
画
的

か
つ
集
中
的
に
支
援
さ
れ
る
個
別
補
助
制

問
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

促
進
策
と
し
て
、
安
価
で
便
利
な
バ
ス
を

使
っ
た
地
域
交
通
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
高
齢
者
の
運
転
免
許
証

の
返
納
を
促
す
取
り
組
み
は
、
市
の
取
り

組
み
の
ほ
か
、
民
間
バ
ス
事
業
者
に
お
い

て
も
高
齢
者
向
け
の
割
引
定
期
券
を
販
売

す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
公
共
交
通
の
利
用

促
進
に
努
め
て
い

る
。
本
市
と
し
て

も
、
公
共
交
通
の

充
実
策
に
取
り
組

む
こ
と
は
重
要
と

考
え
る
た
め
、
引

既
に
給
食
費
な
ど
の
負
担
軽
減
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
、
制
度
の
周
知
を
徹
底

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市

民
へ
の
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
関
係
団
体
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報

発
信
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用
し
、
農

協
や
流
通
業
者
か
ら
得
た
農
産
物
に
関
す

る
季
節
ご
と
の
最
新
情
報
や
、
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

も
あ
わ
せ
て
発
信
し
、
地
産
地
消
の
取
り

組
み
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

支
援
の
項
目
を
位
置
づ
け
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
く
。

問
不
登
校
に
対
す
る
教
育
長
の
認
識
は
。

答
教
育
長
／
教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨

か
ら
、
不
登
校
と
い
う
だ
け
で
問
題
行
動

と
は
捉
え
ず
、
学
校
教
育
に
な
じ
め
な
い

児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
検
討
し
、
な

じ
め
な
い
要
因
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
才
能
や
能
力
に
応
じ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う

本
人
の
希
望
を
尊
重
し
な
が
ら
、
社
会
的

自
立
に
向
け
て
、
多
様
な
進
路
の
選
択
肢

を
広
げ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

度
に
移
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
要
な
財

源
は
今
後
も
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
鉄
道
高
架
事
業
に
関
連
す
る
事
業
費

の
平
成
三
十
年
以
降
の
市
負
担
額
は
約

三
百
九
十
四
億
円
で
あ
り
、
本
市
の
将
来

世
代
が
税
金
の
負
担
を
負
う
こ
と
と
な
る

が
、
そ
の
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
公
共
事
業

に
よ
り
整
備
す
る
施
設
は
、
将
来
に
わ
た

り
市
民
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事

業
成
果
を
享
受
す
る
世
代
間
の
公
平
な
負

担
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
将
来
世
代
に
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
本
事
業
に
お
い
て
も
、
こ

の
考
え
の
も
と
事
業
を
進
め
て
い
る
。

き
続
き
、
他
市
の
先
進
事
例
を
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
の
商
業
の
活
性
化
と
集

客
対
策
と
し
て
、
買
い
物
客
に
対
し
て
行

っ
て
い
る
駐
車
場
料
金
の
助
成
や
交
通
費

補
助
の
状
況
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
沼
津
市
商
店
街
連

盟
に
お
い
て
、
加
盟
店
で
三
千
円
以
上
の

買
い
物
を
し
た
人
に
契
約
駐
車
場
の
一
時

間
無
料
駐
車
券
を
進
呈
し
て
い
る
ほ
か
、

駅
周
辺
の
商
業
施
設
等
に
お
い
て
も
同
様

の
駐
車
場
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
連
盟
の
加
盟
店
で
は
、
三
千
円

以
上
の
買
い
物
を
し
た
人
に
バ
ス
の
百
円

乗
車
券
の
進
呈
も
行
っ
て
い
る
。

小
泉
　
宣
子

平
野
　
謙

梅
沢
　
弘

原
　
信
也

対象を特定した学校給食の無償化を
実施する考えは

DV 防止法に基づく基本計画策定
に向けた今後の取り組みは

鉄道高架事業によって、本市の将来
世代が負担する税金に対する認識は

高齢者の運転免許証自主返納を
促進するための対策は

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

複
　
　
合

一
問
一
答

一
問
一
答

▲市役所における運転免許証自主返
納によるバス・タクシー券の交付
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